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研究成果の概要（和文）：本申請課題はマルタニシ（以下タニシ）の水稲や他種生物への影響を明らかにし、水
稲栽培への活用を目的に実施されたものである。試験水田（2a）4～6筆の半数にタニシ1000個体を田植え前後に
導入した（以下導入区）。その結果、収量が導入区で非導入区より10～20％程度増加した。また、タニシの各種
水田生物（５種ミジンコ類、２種貝類など）への影響を試験した結果、全ての生物の生育や発生量が導入区で非
導入区より増加した。これらの研究成果は、近年減少傾向にあるタニシなどの在来生物の水稲栽培における有用
性や、水田の生物多様性を創出するメカニズムを理解する上で重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：For a better utilization of mud snails in rice production the effects of mud
 snails on rice plants and other organisms in rice paddy field were determined in field and 
laboratory. 1000 individuals of mud snails were introduced to half of rice paddy fields, each sized 
2 a, when rice shoots were transplanted. As a result, yield increased by 10-20% in each year where 
snails were introduced. In addition, the effect if snails on other organisms, such as 5 species of 
zoo planktons and 2 species of snails, were also determined. Survival or development of all those 
organisms improved when snails were present. Those results are important for a better understanding 
important of native organisms like mud snails in rice production and enhancement of biodiversity in 
the rice paddy field. 

研究分野：農業生態学

キーワード： マルタニシ　環境保全型水稲栽培　水田の生物多様性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
マルタニシは所謂「田んぼのタニシ」として広く知られる在来の巻貝類である。日本各地で減少傾向にあり、そ
の保全が期待される。巻貝類は水界生態系における物質循環機能において重要な役割を担う。人為的に管理され
た水界生態系である水田において、本種も同様に機能すると考えられるが、その実際の効果は殆ど知られてこな
かった。本研究では、本種が水稲や他の水田生物に好適な影響を及ぼすことを明らかにした。水田のマスコット
や指標生物としての側面ではなく、実際の農業や生物多様性保全に役立つ可能性を明らかにしたことは、今後の
本種の保護保全や、各地で推進される持続可能な農業を検討する上で重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
マルタニシは所謂「田んぼのタニシ」（以下タニシ）として広く一般に知られる日本在
来の淡水性巻貝類の一種である。かつては水田に広く見られた普通種であり、主に食材と
して最近まで利用されてきた。現在は各地で発生量が減少傾向にあり、その保全が期待さ
れている。近年では生物多様性の保全や環境保全型農法など、いわゆる農地の生きものや
その生息地をもたらす環境に優しい農業が推進されてきた中で、例えばクモなどの天敵類
がもたらす害虫の発生の抑制、アオミドロなど藻類や雑草の緑肥としての機能などの各種
生物の機能が注目されるに至った。しかしながら、タニシのように農業害虫でも天敵でも
ない“ただの生きもの”が実際の水稲の生育や水稲栽培にどのように機能するかは、ほと
んど注目されてこなかったのが現状であった。 
 
２． 研究の目的 
一般的に巻貝類は水界生態系における物質循環機能において重要な役割を担う。例えば
巻貝類は藻類などを摂食し、排せつとともに栄養塩類を環境に放出する機能を持つ。これら
の栄養塩類は植物などに利用される。水田には複数種の巻貝類が生息しており、タニシはこ
れらの巻貝類の中でも体サイズが比較的大型な種である。人為的に管理された水界生態系
である水田において、本種も同様に機能し、その影響も大きいと考えられるが、その実際の
効果については殆ど知られてこなかった。本申請課題ではマルタニシが水稲や他種生物に
及ぼす影響について実験室内と野外で検証し、マルタニシの機能を水稲栽培や水田生態系
の保全に効果的に利用するための知見を得ることを目的とした。  
 
３．研究の方法：タニシの影響試験 
(1)水稲栽培への影響 
平成 29～31年度に試験水田（２a）を 4～6筆用意した（以下圃場試験）。半数の各圃場
にタニシ 1000 個体を田植え前後に導入（以下導入区）。導入区では定期的に機械除草した
のに対し、タニシ非導入区（以下、非導入区）では除草剤を一度だけ散布した。肥料やその
他薬剤は使用しなかった。 
 
(2)他の生物への影響  
平成 28～31年度に室内または屋外実験で、タニシの各種水田生物（水稲、雑草、５種ミ
ジンコ類、２種貝類など）および土壌環境への影響を試験した。 
 
a.土壌への影響 
プラスチック容器（以下容器）に水田から採取した土壌と水を入れ、タニシの密度を三段
階（0、1、3個体）に設定して導入したものを屋外に設置した。実験期間中は自然発生した
雑草は定期的に手除草し、2か月後の土壌成分（窒素・リン）への影響を調査した。 
 
b.植物への影響 
容器に水田から採取した土壌と水を入れ、タニシの密度を三段階（0、1、3個体）に設定
して導入したものを屋外に設置した。自然発生した雑草量を定期的にモニタリングし、2か
月後に容器内の全雑草のバイオマスを記録した。 
 
c.水稲への影響 
容器に水田から採取した土壌と水を入れ、それぞれにイネ（ササニシキ）の苗を一本づつ
移植した。マルタニシの個体数を三段階（0、1、3個体）に操作して導入した（0個体＝コ
ントロール）し、ガラス室内で苗の生育状況を 9月下旬から 4週間モニタリングした。 
 
d.植物と植食者への影響 
タニシが植物と植食者に及ぼす影響を試験するため、クワイクビレアブラムシ（以下アブ
ラムシ）とアオウキクサ（以下ウキクサ）の有無を操作した４処理区（１．無処理区、２．
タニシ導入区、３．アブラムシ導入
区、４．タニシとアブラムシ導入区）
を設定した。プラスチック容器に水
と処理区に合わせて生物の有無を操
作し、4 週間にわたって各種生物の
様子をモニタリングした。また、同様
の試験をその他の生物（ミジンコ類、
水生昆虫など）を用いても試験した。 
 
４．研究成果：タニシの影響試験 
(1)水稲栽培への影響 平均収量（玄
米重）は調査年度でばらつきがあっ
たものの、タニシ導入区で非導入区



より 5～20％程度と多くなった。特に平成 30年度は、タニシ非導入区の平均玄米重が 884.3
±69.9ｇだったのに対し、導入区では 1103.1±3.5ｇと 25％程度の増加が見られた。また、
マルタニシの導入の有無を説明変数、収量を目的変数、年度を変量効果として一般化線形混
合モデルを用いた解析の結果の結果、マルタニシ導入の正の効果が見られた。以上の結果か
ら、ある程度の密度のタニシを水田に導入することにより、水稲栽培における収量を増加す
る効果があると考えられた。 
(2)他の生物への影響  
a.土壌への影響 土壌 100ｇ中の可給態リン含有量を調査した結果、全処理区でも 70ｍｇ
前後で一定しており、処理区間に有意な差が見られなかった。一方で、アンモニア態窒素含
有量は処理区間で有意に異なり（P<0.05）、タニシ 0 個体区で平均 36.5ｍｇだったのに対
し、同 1個体区で 39.3ｍｇ、同 3個体区で 49.8ｍｇとなり、タニシ 3個体区で同０個体区
と比べて 36％程度増加した。以上の結果から、タニシが存在することで土壌のアンモニア
窒素含有量は増加することがわかった。 
b.植物への影響 発生した植物のバイオマスを調査した結果、平均乾燥重は処理区間で有意
に異なり（P<0.01）、タニシ 0個体区で 10.2ｇ、同 1個体区で 12.2ｇ、同 3個体区で 14.2
ｇとなり、タニシ 3個体区で同 0個体区と比べて 40％程度増加した。以上の結果から、タ
ニシが存在することで雑草の発生量は増加することがわかった。なお、発生した植物の殆ど
はコナギだった。 
c.水稲への影響 苗の移植から 8 週間後の平均草丈と平均分げつ数を調査した。その結果、
平均草丈は処理区間で有意に異なり（P<0.01）、タニシ 0個体区で 35.0ｃｍ、同 1個体区で
41.4ｃｍ、同 3個体区で 42.2ｃｍとなり、タニシ 3個体区で同 0個体区と比べて 20％程度
増加した。また、平均分げつ数はタニシ 0個体区で 4.1本、同 1個体区で 4.8本、同 3個体
区で 5.6本となり、タニシ 3個体区で同０個体区と比べて 37％程度増加した。以上の結果
から、タニシが存在することでイネの苗の生育は促進することがわかった。 
d.植物と植食者への影響 実験開始から 4 週間後のウキクサとアブラムシの発生量を調査
した結果、ウキクサの平均乾燥重は
処理区間で有意に異なり（P<0.05）、
無処理区で 5.0ｇ、タニシ区で 19.1
ｇ、アブラムシ区で 2.2ｇ、アブラム
シとタニシ区 9.6ｇとなり、タニシを
導入した区でウキクサが増加するこ
とがわかった。また、アブラムシの平
均個体数はタニシの導入の有無で有
意に異なり（P<0.01）、アブラムシ区
で 1.4 個体だったのに対し、アブラ
ムシとタニシ区で 12.3個体となり、
タニシありの区で同なしの区と比べ
て 9 倍ほど増加した。以上のことか
ら、水中にタニシは存在することで、ウキクサの発生量は増加し、結果としてウキクサ上の
アブラムシの発生量は増加することがわかった。また、ミジンコや他種生物への影響を試験
した結果、その全てにおいてタニシが存在することで発生量が増加した。 
 以上の結果から、タニシは土壌の窒素含有量を増加することなどを介して、多くの水田生
物の発生や生育を促進するなど、その水田生態系における影響は小さいものではなく、また
水稲栽培においても有用な生物であることが明らかとなった。 
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